
調
光
レ
ン
ズ
は
、
簡
単
に

言
う
と
室
内
で
は
ほ
ぼ
無
色

の
メ
ガ
ネ
に
、
屋
外
で
は
レ

ン
ズ
の
色
が
濃
く
な
り
サ
ン

グ
ラ
ス
に
と
、
１
つ
の
メ
ガ

ネ
で
２
つ
の
役
割
が
楽
し
め

る
ち
ょ
っ
と
お
得
な
レ
ン
ズ

で
す
。
色
が
変
わ
る
の
で

「
変
光
（
へ
ん
こ
う
）

」
レ
ン

ズ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

『
調
光
（
ち
ょ
う
こ
う
）

』
レ

ン
ズ
で
す
。

通
常
の
調
光
レ
ン
ズ
は
、

外
出
時
に
レ
ン
ズ
が
紫
外
線

に
反
応
す
る
事
に
よ
っ
て
色

が
濃
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

外
出
時
、
着
色
す
る
ま
で
の

時
間
は
10
〜
20
秒
で
す
。

調
光
レ
ン
ズ
を
ご
購
入
の

際
に
一
番
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
が
、
車
の
運
転
で

お
使
い
に
な
り
た
い
場
合
で

す
。
そ
の
理
由
は
、
車
の
フ

ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
や
窓
に
は
概

ね
Ｕ
Ｖ
（
紫
外
線
）
カ
ッ
ト

が
施
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の

調
光
レ
ン
ズ
で
は
、
ガ
ラ
ス

で
紫
外
線
が

カ
ッ
ト
さ
れ
、

晴
天
時
も
車

内
で
は
色
が

変
わ
ら
な
い

た
め
で
す
。

車
の
運
転
で
使
え
な
い
の

な
ら･

･
･

、
と
諦
め
る
の
は

ま
だ
早
い
で
す
。
通
常
の
紫

外
線
に
反
応
す
る
調
光
レ
ン

ズ
と
は
別
に
「
可
視
光
線
調

光
」
と
い
う
眼
に
見
え
る
光

に
反
応
し
色

が
濃
く
な
る

レ
ン
ズ
を
ご

提
案
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
レ
ン
ズ
は
車

内
で
も
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を

通
し
て
明
る
い
光
を
浴
び
れ

ば
、
50
〜
60
％
程
度
の
濃
度

の
サ
ン
グ
ラ
ス
と
し
て
ご
使

用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

室
内
で
も
照
明
に
当
た
る
事

で
15
％
程
度
の
濃
度
に
着
色

し
ま
す
。
屋
外
で
は
、
通
常

の
調
光
レ
ン
ズ
よ
り
も
、
可

視
光
線
調
光
レ
ン
ズ
の
方
が

色
が
濃
く
な
り
ま
す
。

通
常
の
調
光
レ
ン
ズ
は
、
グ

レ
ー
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
グ
リ
ー

ン
の
３
色
展
開
で
す
。
そ
の

他
に
薄
い
濃
度
に
着
色
す
る

カ
ラ
ー
も
あ
り
、
そ
ち
ら
は

ブ
ル
ー
、
ワ
イ
ン
、
グ
レ
ー
、

パ
ー
プ
ル
の
４
色
展
開
で
す
。

一
方
、
可
視
光
線
調
光
レ
ン

ズ
は
、
グ
レ
ー
の
み
で
す
。

購
入
前
に
も
う
一
つ
注
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

着
色
し
た
状
態
か
ら
室
内
で

色
が
戻
る
ま
で
５
〜
10
分
か

か
る
事
で
す
。
「
仕
事
で
外

出
先
か
ら
戻
っ
て
す
ぐ
に
会

議
」
の
よ
う
な
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
色
が
濃
い
サ

ン
グ
ラ
ス
の
状
態
で
出
席
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
い
っ
た
状

況
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
調
光
レ
ン
ズ
は
温

度
に
よ
っ
て
も
濃
度
が
左
右

さ
れ
ま
す
。
夏
よ
り
も
冬
の

方
が
よ
り
色
が
濃
く
な
り
ま

す
。
店
頭
の
サ
ン
プ
ル
レ
ン

ズ
で
色
の
変
わ
り
具
合
を
ご

確
認
い
た
だ
け
ま
す
の
で
是

非
お
試
し
下
さ
い
。

フ
レ
ー
ム
は
、
サ
ン
グ
ラ

ス
用
フ
レ
ー
ム
が
良
い
の
か
？

そ
れ
と
も
メ
ガ
ネ
用
フ
レ
ー

ム
が
良
い
の
か
？
ど
ち
ら
が

正
解
か
は
お
客
様
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
メ
ガ
ネ
用
フ
レ
ー

ム
で
作
る
と
外
で
サ
ン
グ
ラ

ス
に
な
っ
た
時
「
小
さ
く
感

じ
や
す
い
」
で
す
。
理
由
は
、

概
ね
フ
レ
ー
ム
が
サ
ン
グ
ラ

ス
に
し
て
は
小
さ
い
た
め
で

す
。
ま
た
、
サ
ン
グ
ラ
ス
用

フ
レ
ー
ム
で
作
る
と
室
内
で

メ
ガ
ネ
に
な
っ
た
時
「
大
き

く
感
じ
や
す
い
」
で
す
。
理

由
は
、
概
ね
フ
レ
ー
ム
が
メ

ガ
ネ
に
し
て
は
大
き
い
た
め

で
す
。

予
め
前
述
し
た
フ
レ
ー
ム

の
大
き
さ
に
よ
る
特
性
を
ご

理
解
頂
い
た
上
で
、
お
客
様

の
お
顔
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
合

わ
せ
、
大
き
す
ぎ
ず
小
さ
す

ぎ
な
い
最
適
な
フ
レ
ー
ム
を

一
緒
に
お
選
び
い
た
し
ま
す
。

私
が
一
番
リ
ラ
ッ
ク
ス
出
来

る
の
は
、
吉
田
拓
郎
の
歌
を
聴

い
て
い
る
時
。
高
校
一
年
生
の

時
か
ら
48
年
間
聴
い
て
い
ま
す
。

中
で
も
「
元
気
で
す
」
と
云
う

ア
ル
バ
ム
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、

「
り
ん
ご
」
「
旅
の
宿
」
「
祭

り
の
あ
と
」
の
ギ
タ
ー
伴
奏
が

と
て
も
、
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

「
拓
郎
、
最
近
声
出
て
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
」
と
妻
が
批
判
的
な

こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
拓
郎
も

73
才
、
ギ
タ
ー
を
弾
く
姿
、
歌

う
姿
を
見
る
だ
け
で
満
足
で
す
。

さ
あ
今
日
も
、
ナ
ッ
ツ
を
口
に

放
り
込
み
、

冷
た
い
ビ
ー

ル
を
流
し
込

み
、
拓
郎
の

世
界
に
浸
り

ま
す
。
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